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直接維持装置には、クラスプとアタッチメントがあります。かつ
て、エーカースクラスプに取って代わる維持装置として、アタッチメ
ントやRPIクラスプなど多数の直接維持装置が開発されました。し
かし、いずれの直接装置も機能性においてエーカースクラスプを
越えることができず、現在では、エーカースクラスプがもっともすぐ
れた直接維持装置として認められております。

ただし、エーカースクラスプは、鉤歯のファーゾーン（欠損の反対
側）に有効なアンダーカット領域が存在しなければ設計することが
できません。その場合、右上の写真が示すようなローチクラスプ
（後述）などの直接維持装置が選択されることになります。その他
に、右下の写真が示すように、咬合面を覆う咬合の安定を目的と
したクラスプが知られております。

１．直接維持装置の種類
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1970年頃、KratochvilとKrolらが、遊離端欠損に隣接し
て遠心レストを設定することに関して懸念する議論がなさ
れました。しかし、1982年、Boucherは、エーカースクラス
プが適切に設計されているならば、鉤歯に障害を及ぼす
ようなストレスは加わらないとして、その科学的根拠を示
しました。現在では、エーカースクラスプは、遊離端欠損
に隣接した鉤歯として一般的に設計されております。
エーカースクラスプは、下の図に示すように、維持アー
ム（Ａ）、把持アーム（Ｂ）、レスト（Ｃ）、小連結子（Ｄ）の構
成部分に分けることができます。これらの構成部分には、
それぞれの役割があり、それらの役割に応じた設計を行
う必要があります。

２．エーカースクラスプ
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３．エーカースクラスプの維持アーム

エーカースクラスプの維持アームは、部分床義歯が顎堤から外れ
ないように抵抗する力を発揮する目的で設定されます。維持アーム
は、着脱のたびにアンダーカット領域に入り込み、頻繁に変形を受
ける構成要素です。そのため、この部分はフレキシブルな性質を持
つ必要があり、可能な限り長くしかも先端部に向かって移行的に細
くなるように設計します。

結果的に、右の図が示すように、アームは歯肉側に向かい凸形
態に湾曲し、アームは中央部付近でサベイラインと交叉します。
アームの先端部はアンダーカット領域に入り込み、アーム先端部歯
肉側辺縁は0.25mmのアンダーカット量に一致します。また、アーム
の歯肉側下縁と歯肉辺縁との間は、２mm以上離した方がよいとさ
れております。
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４．エーカースクラスプの把持アーム

右の図が示すように、エーカースクラスプ把持
アームの歯肉側辺縁はサベイラインに一致し、アー
ムがアンダーカット領域に入り込むことはありませ
ん。アームの幅は、同じ幅で広く帯状に歯面に接
し、全体にリジッド（剛直）になるように設計します。
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５．把持アームの機能
把持アームは、部分床義歯の着脱方向を制御すると同時に、ク
ラスプに自己拮抗作用を与える役割もあります。
自己拮抗作用とは、維持アームの先端部がサベイラインを越え
てアンダーカット領域に入るとき、鉤歯は維持アームから側方圧
（図中のA）を受けることになります。このとき、維持アームの反対
側にリジッドな把持アームが設定されていると、維持アームによる
側方圧は把持アームにより打ち消され（図中のB）、側方圧が鉤歯
の歯根膜に伝わらないことになります。この作用を自己拮抗作用と
言います。

クラスプが自己拮抗作用を発揮するためには、右の図が示すように、クラスプの把持アームが義歯着脱に際して常に
接して、鉤歯を支え続ける必要があります。そのため、把持アームは、幅の広いリジッドなアームとして設計されます。
同時に、鉤歯においても、把持アームが接し続けるために必要な着脱方向に沿った面が必要とされます。
このように、一つの直接維持装置の中に維持アームと把持アームが互いに拮抗している直接維持装置を自己拮抗ク
ラスプと呼ばれております。自己拮抗クラスプを持つ部分床義歯は、繰り返し着脱しても鉤歯に悪影響を及ぼすことが
なく、さらに、適切な維持力を発揮することから、すぐれた義歯として評価されます。

直接維持装置の設計 
【歯科開業医の談話室 06】



６．エーカースクラスプのレスト

エーカースクラスプのレストは、咬合面レストを設計します。
上の図に示すように、咬合面方向から見ると、咬合面レストは、

咬合面中央部付近まで突出した滑らかな曲線で描かれた凸形態
をしております。また、レストからアームへの移行部は、滑らかな曲
線を描いております。

下の図に示すように、咬合面レストの断面を頬側から見ると、レ
ストの底部は、咬合面中央部に向かって深く、小連結子への移行
部は滑らかな曲線で描かれております。

このように設計されたレストは、咬合圧を歯軸方向に伝える機能
を持ちます。これらレスト、アーム、小連結子への移行部が滑らか
な曲線を描いている理由は、移行部に応力が集中して直接維持装
置が破折することを防止するためです。
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７．エーカースクラスプの小連結子

エーカースクラスプの小連結子は、直接維持装置と大連結
子を連結して、人工歯に加わった力を直接維持装置に伝える
機能を持っております。そのため、小連結子は、十分な強度と
リジッドな性質を持つように設計します。さらに、部分床義歯の
着脱方向を制御する機能を持てるように設計します。

図に示す小連結子の着脱方向制御部分（緑色の部分）は、
誘導面とよばれ、鉤歯のガイディングプレーンと面で接してお
ります。部分床義歯の着脱時に、小連結子の誘導面が鉤歯
のガイディングプレーン上を滑り、部分床義歯の着脱方向を
適切に制御します。
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８．ヘアピンクラスプ

ヘアピンクラスプは、鉤歯のアンダーカット領域がニアゾーンに存
在し、ファーゾーンに適切なアンダーカット領域が見あたらないとき
に選択されます。このクラスプは、鉤歯の歯冠長径が大きくなければ
設計することができず、おもに小臼歯に対して設計されます。

維持アームは、歯冠欠損側の咬合面付近から始まり歯冠中央部
を越えたところで下方に湾曲し、ニアゾーンのアンダーカットに入り
込みます。アームの先端部歯肉側辺縁は0.25㎜アンダーカット量の
ところに一致させます。この維持アームは、歯冠面を広く覆うことか
ら審美的に劣ると言われております。しかし、この直接維持装置は、
維持アームを長く設計できることから、機能的に優れております。

把持アーム、レスト、小連結子の設計は、エーカースクラスプと同
様です。
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９．ローチクラスプ
ローチクラスプは、鉤歯のアンダーカット領域がニアゾーンに存在し、

ファーゾーンに適切なアンダーカット領域が見あたらないときに選択し
ます。このクラスプは、鉤歯の歯冠長径が少なくても設計することが可
能で、おもに近心に傾斜した孤立大臼歯に対して設計されます。しか
し、このクラスプは、維持アームが歯肉方向から鉤歯に接近するため、
歯肉の幅が狭い症例に対しては設計することができません。

ローチクラスプの維持アームは、義歯床内の維持格子から始まり、
歯肉側から鉤歯歯冠に向かって立ち上がっております。アーム先端部
はＴ字型のバーが付着し、そのバーの半分がアンダーカット領域に入
り込んでおります。アンダーカット領域に入っているＴ字型の歯肉側辺
縁は、0.25㎜のアンダーカット量のところに一致させます。

把持アームは、エーカースクラスプと同様に設計します。
レストは咬合面レストを設計します。ただし、レストから頬側方向に

アームが付かないので、レストの頬側移行部（矢印部分）は外開きに
する必要がありません。 

直接維持装置の設計 【歯科開業医の談話室 06】



10．リングクラスプ 

リングクラスプは、右のイラストが示すように、構造が複雑なため、異
物感が強く、食物残渣が停滞しやすいという欠点があります。そのた
め、部分床義歯の設計に採用されることは少ないです。しかし、欠損の
ファーゾーンに適切なアンダーカットが認められず、しかも頬側歯肉の
幅が狭くてローチクラスプを設計できない場合に採用されます。

リングクラスプのアームは、欠損部小連結子から始まり、舌側歯面か
ら遠心歯面そして頬側歯面を越え、一つのアームが三つの歯面を一周
して、アームの先端部が近心頬側歯面のアンダーカット部に入り込み
ます。アームが長いことから変形しやすいので、変形を防止するため
に、舌側の補強アームと近遠心に二つのレストが設置されます。
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11．コンビネーションクラスプ

コンビネーションクラスプは、審美性を考慮する必要がある前歯
や第一小臼歯などを鉤歯とする場合、あるいは鉤歯の歯面に高位
サベイラインが描かれる場合に選択されます。

維持アームは、フレキシブルな白金加金ワイヤーや、コバルトク
ロムワイヤーを屈曲して作製します。アームの２／３はアンダー
カットに入れることができるので、アームは外観に触れにくい歯肉
近接部に設計することができます。

アームの先端は、0.5㎜のアンダーカット量のところに一致させま
す。鉤歯には把持アームとしてレッジを設定します。また、鉤歯に
レッジを形成できない場合は、エーカースクラスプと同様の把持
アームを設計します。
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12．双歯鉤

双歯鉤は、ごく限られた症例のみに選択さ
れるクラスプです。

双歯鉤は、右図に示すように、連続した２
本の鉤歯に設置されるクラスプです。双歯
鉤は、構造が複雑で変形しやすく、しかも小
連結子に誘導面設定が困難なことから設計
されることはまれです。

ただし、下顎第二大臼歯が舌側に傾斜し
ていて、大連結子を第二大臼歯まで延ばす
ことができない場合などに選択されることが
あります。
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13．線鉤

線鉤は、すべてのアームを屈曲したワイヤー
にて作製するクラスプです。このクラスプの欠点
は、着脱方向の制御が不確実なことです。その
ため、着脱に際して鉤歯に不適切な側方からの
力が加わる場合があります。現在では、過去の
クラスプとの印象が否めません。
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次回の記事は、歯科開業医の談話室７番目「間接維持装置の設計」です。

今回の記事を気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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